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 鳥取県歯科医師会 

平成２９年度事業報告書 

 

 実施事業等会計  

 

【継続事業１】 鳥取県口腔総合保健センター運営事業 

 

 （１）障がい者歯科診療事業 

   会員協力医２名体制（輪番）で、毎週木曜日の午後に診療を行った。また、鳥取県から委託を

受け、日本障害者歯科学会の指導医等を招聘して、臨床実習を伴う講習会を開催した。 

 

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

診療日数  ３  ３  ５  ４  ４  ４  

受診者数 ４７ ４５ ５７ ４９ ４９ ５５ ※ 受診者数はのべ人数 

 

区 分 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

診療日数  ４  ３  ３  ３  ４  ５  ４５  ３.７ 

受診者数 ５３ ４７ ５１ ３９ ５４ ６９ ６１５ ５１.２ 

 

 《 第１回講習会 》 

日  時 平成２９年８月１０日（木）１４：００～１８：３０ 

会  場 鳥取市吉方温泉 3-751-5 鳥取県歯科医師会館内 鳥取県口腔総合保健センター 

臨床研修 実際の患者対応等について指導を受けた（診療終了後、カンファレンス約１時間） 

講  師 梅花女子大学 看護保健部 口腔保健学科 学科長 教授 森崎市治郎氏 

参加者数 会員７名 歯科衛生士３名 合計１０名 

 

 《 第２回講習会 》 

日  時 平成３０年３月８日（木）１３：００～１８：３０ 

会  場 鳥取市吉方温泉 3-751-5 鳥取県歯科医師会館内 鳥取県口腔総合保健センター 

講 演 会 13:00～14:45 障がい者歯科において私たち歯科衛生士ができること 

臨床研修会 15:00～18:30 実際の患者対応等について指導を受けた 

講  師 加古川歯科保健センター 主任歯科衛生士 花房千重美氏 

参加者数 講演会３０名（会員、歯科衛生士他） 臨床研修 歯科衛生士５名 

 

 （２）口腔疾患予防処置及び歯科相談事業 

   会員の輪番制で、毎週火曜日の午後に、フッ化物塗布、初期う蝕（むし歯）の処置等の歯科疾

患予防処置・保健指導及び各種相談の受付・助言を行った。 

 

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

診療日数  ４  ４  ４  ４  ４  ３  

受診者数  ３  ４  ４  ８  ５  ２ ※ 受診者数はのべ人数 
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区 分 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

診療日数  ５  ４  ４  ４  ４  ４  ４８  ４.０ 

受診者数  ７  ６  ９  ５  ８ １１  ７２  ６.０ 

 

 （３）歯科健康診断事業 

   共済組合などから委託を受け、本会が健康診断実施契約を締結、会員に協力を依頼し、診断票

による診査と結果に基づく保健指導を行った。 

 

区  分 受託件数 受診者数 

共済組合 １ ９４ 

事業所健保組合 ６ ６５ 

 

 

【継続事業２】 歯科医学・医術の振興、歯科保健の推進及び普及啓発・コンクール並びに調査研究、

適切な歯科医療管理の指導、歯科医療情報の提供を行い、公衆衛生の普及向上に資す

る事業 

 

 （１）歯科医学・医術振興事業 

 

   ① 鳥取県歯科医学会・鳥取県臨床歯科医学会 

    著名な臨床医を講師に迎え、時代に即した歯科医学をテーマに講義を受ける学会を開催した。

併せて、会員による症例報告・研究発表、意見交換を行う鳥取県臨床歯科医学会（10:00～11:15 

演題：５題）を開催した。 

 

日  時 平成２９年１２月１７日（日）１１：２０～１５：３０ 

会  場 鳥取市吉方温泉 3-751-5 鳥取県歯科医師会館 

演  題 
まったく変わってしまった顎関節症（実習付き） 

～診療・治療のパラダイムシフト～ 

講  師 日本歯科大学附属病院 総合診療科 顎関節症診療センター長 原 節宏氏 

参加者数 会員３７名 その他１０名 合計４７名 

 

   ② 災害対策事業 

    県内外で発生する災害に備え、対策マニュアルの整備、各部署の編成確認等を行った。 

    今年度は日本歯科医師会主催、本会共催による歯科医師会の災害時の機能、責務について地

域差を減らし、より多くの歯科医師が災害時歯科保健医療や身元確認に貢献できるよう、その

資質向上を目的とした全国７地区災害歯科コーディネーター（災害歯科保健医療・身元確認）

研修会を開催した。 

 

日  時 平成２９年１１月１９日（日）１３：００～１７：００ 

会  場 米子市末広町 294 米子コンベンションセンター 第７会議室 

メインテーマ 災害歯科コーディネーターの在り方 

 １）鳥取県における災害対応 

   鳥取県歯科医師会 専務理事 野坂百樹氏 
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 ２）総論 

   日本歯科医師会 常務理事 小玉 剛氏 

 ３）災害時における歯科医師会の対応 

講  演   岩手県歯科医師会 専務理事 大黒英貴氏 

 ４）災害時の医療チームの活動について 

   日本医師会 常任理事 石川広己氏 

 ５）災害時歯科保健医療における口腔アセスメント 

   東京医科歯科大学大学院 顎顔面外科学 助教 中久木康一氏  

参加者数 中国・四国地区歯科医師会災害時対策担当者・警察歯科担当者３４名 

 

 （２）歯科保健活動助成事業 

 

   県内の歯科保健推進のため、鳥取県歯科衛生士会に活動助成金として２０万円を交付した。 

 

 （３）歯科保健推進事業 

 

   ① 県民歯科保健公開講座（鳥取県補助事業） 

    より多くの県民の方に正しい歯科保健知識を普及するため、口腔衛生について分かりやすく

説明する５分間のテレビ番組を制作し、放映した。 

 

テ ー マ 妊産婦期から学齢期の正しい歯みがき方法を身につけるためのポイント 

番組ﾀｲﾄﾙ マイナス１歳から始める歯科保健講座 

放  映 
日本海ケーブルネットワーク１４回 鳥取中央有線放送６回 

中海テレビ放送１９回 

 

   ② 鳥取県口腔衛生関係者研修会 

    県内の保育士、養護教諭等を対象として、子どもの歯科保健指導の充実を図ることを目的に

口腔衛生に関する知識を習得する研修会を鳥取県及び母子保健推進会議と共同で開催した。 

 

日  時 平成２９年７月２７日（木）９：３０～１２：１５ 

会  場 鳥取市尚徳町 101-5 とりぎん文化会館 第１会議室 

演  題 上手に食べるために 

講  師 
日本歯科大学教授 口腔リハビリテーション多摩クリニック 

口腔リハビリテーション科 科長 田村文誉氏 

参加者数 
保育園等２４名 学校関係１１名 県市町村関係１８名 各種団体６名 

歯科関係４６名 歯科衛生専門学校生６１名 当日参加２名 合計１６８名 

 

   ③ 在宅医療推進研修会 

    県内の介護施設、歯科診療所の従事者を対象として、要介護者・施設入所者の口腔ケアに関

する知識習得、訪問診療における医療連携のあり方など、地域医療の充実を目指した研修会を

鳥取県歯科衛生士会と共同で開催した。 
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日  時 平成２９年１１月２６日（日）１０：００～１３：００ 

会  場 鳥取市吉方温泉 3-751-5 鳥取県歯科医師会館（中・西部テレビ中継） 

テ ー マ 笑顔に出会える訪問診療 

講  師 
糟谷歯科医院 根上がり松診療所 院長 糟谷政治氏 糟谷勇武氏 

老健白梅ケアホーム 歯科衛生士 柳林 愛氏 

参加者数 
歯科医師３３名 歯科衛生士１００名 歯科技工士１名 多職種３名 

合計１３７名 

 

   ④ 鳥取県からの受託事業 

   〔むし歯予防フッ化物洗口事業〕 

    生えたての永久歯をむし歯から守るため、県内の施設等３施設（東部１園、中部２園）を対

象として、フッ化物洗口法（うがい）を実施できる体制を整備した。併せて、出前説明会等の

開催、ブクブク洗口推進レターの発行、体験実施などの普及啓発を行った。 

 

   〔高齢者施設における口腔機能向上推進事業〕 

    歯科を受診する機会の少ない高齢者施設の入所者に対して口腔健康診断（東部２施設、中部

２施設、西部２施設）及び健診後フォローを実施した。また、施設職員を対象とした歯科保健

研修会を東・中・西部地区の３か所で開催した。 

 

区 分 東   部 中   部 西   部 

日  時 
平成 29 年 11 月 16 日(木) 平成 30 年 2 月 22 日(木) 平成 30 年 1 月 24 日(水) 

14:30 ～ 16:00 14:00 ～ 15:30 15:00 ～ 16:30 

会  場 鳥取県東部歯科医師会館 鳥取県中部歯科医師会館 鳥取県西部歯科医師会館 

演  題 
 生きること口から食べる 

 こと 

 高齢者の口腔ケアと全身 

 に及ぼす影響 

 口腔ケアをもういちど 

見直そう 

 伊奈垣 学 先生（会員）  河﨑一寿先生（会員） 土井教子先生（会員） 

講  師 いこいの杜 看護師 倉吉スターロイヤル さかい幸朋苑 歯科衛生士 

 森 由布子氏 大塚由里子氏 香川由美氏 

参加者数 ３３名  １８名  ２２名 

 

   〔歯科医師認知症対応力向上研修事業〕 

    歯科医師等による口腔機能の管理を通じて、認知症の疑いのある人に早期に気づき、認知症

の人の状況に応じた口腔機能の管理を適切に行うための研修会を開催した。 

 

日  時 平成３０年２月４日（日）９：００～１３：００ 

会  場 倉吉市小田 458 伯耆しあわせの郷 大研修室 

 9:00～10:50 認知症基本知識 

 演題 認知症になっても、生きやすい地域をつくる 

講  演 
講師 公益社団法人認知症の人と家族の会鳥取県支部 代表 吉野 立氏 

11:00～12:30 かかりつけ歯科医の役割、連携・制度 

 演題 認知症の理解とその対応 

 講師 加藤歯科医院 加藤武彦氏 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 12:30～13:00 吉野氏・加藤氏によるディスカッション 
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参加者数 歯科医師２９名 歯科衛生士１４名 多職種３６名 合計７９名 

 

   〔成人歯科健診プログラム・保健指導研修会〕 

    成人期における歯科疾患の一次予防推進に必要な人材を育成するため、医療保険者及び地

域・職域保健関係者（保健師、看護師、管理栄養士等）を対象に、生活歯援プログラムに関す

る研修会を開催した。また、東・中・西部の３か所で生活歯援プログラムの入力、活用方法と

保健指導方法・内容について演習を行った。 

 

日  時 平成２９年１１月２日（木）１０：００～１１：３０ 

会  場 鳥取市吉方温泉 3-751-5 鳥取県歯科医師会館（中・西部テレビ中継） 

演  題 生活歯援プログラムの経緯及び概要について 

講  師 日本歯科医師会 地域保健委員会 委員長 羽根司人氏 

参加者数 
会員５名 歯科衛生士等７名 県機関１名 保健師１５名 管理栄養士６名 

その他３名 合計３７名 

 

   ⑤ 地域歯科医療連携室 

   〔地域医療介護総合確保基金事業〕（鳥取県補助事業） 

    地域包括支援センター等の他機関と連携しながら、在宅歯科医療希望者への歯科診療所の照

会、在宅歯科医療等に関する相談、在宅歯科医療を実施しようとする医療機関に機器の貸出を

行う地域歯科医療連携室（本会及び地区歯科医師会）を運営した。 

    前年度に引き続き、連携室を広く周知するためのポスター・リーフレットを作成し、関係機

関に配布するとともに、全国レベルの学会参加、各種講習会（口腔ケア関連、連携室関係職種

レベルアップ研修会等）の開催、行政・多職種からの要望事項の協議や課題の検討を行った。 

 

   〔訪問歯科衛生士養成支援事業〕（鳥取県補助事業） 

    通院が困難な在宅患者を訪問して口腔ケア指導等を行う訪問歯科衛生士を養成するため、歯

科医院や介護施設等に勤務する歯科衛生士を対象に実習を含めた在宅歯科医療に関する研修会

を開催した。 

  第１回 

日  時 平成２９年１０月２２日（日）１０：００～１３：００ 

会  場 米子市両三柳 104-1 鳥取県西部歯科医師会館 

講  義 訪問歯科衛生士に必要なこころ 

講  師 米山歯科クリニック 院長 米山武義氏 

参加者数 
歯科衛生士７３名（東部１０名 中部２７名 西部３６名） 

歯科医師１５名 歯科関係者３名 合計９１名 

  第２回 

   上記③在宅医療推進研修会と併催 

  第３回 

日  時 平成３０年１月２８日（日）１０：００～１５：００ 

会  場 倉吉市駄経寺町 212-5 倉吉未来中心 セミナールーム１ 

講義･実習 訪問歯科衛生士に必要な技（Ⅰ） 

講  師 千葉県松戸市あおぞら診療所 歯科衛生士 山口朱見氏 

参加者数 歯科衛生士７７名（東部１７名 中部３５名 西部２５名） 



6 

 

歯科医師６名 合計８３名 

  第４回 

日  時 平成３０年２月２５日（日）１０：００～１３：００ 

会  場 米子市両三柳 104-1 鳥取県西部歯科医師会館 

講  義 訪問歯科衛生士に必要な知識 

講  師 東京医科歯科大学 准教授 戸原 玄氏 

参加者数 
歯科衛生士８９名（東部１５名 中部３３名 西部４１名） 

歯科医師１４名 合計１０３名 

  第５回 

日  時 平成３０年３月１１日（日）１０：００～１２：３０ 

会  場 倉吉市小田 458 伯耆しあわせの郷 大会議室 

実  習 訪問歯科衛生士に必要な技（Ⅱ） 

講  師 鳥取県歯科衛生士会 在宅、病院・施設勤務歯科衛生士 

参加者数 
歯科衛生士６９名（東部１６名 中部２９名 西部２４名） 

歯科医師４名 合計７３名 

 

   〔鳥取県後期高齢者医療歯科健診事業・健口機能向上支援モデル事業〕 

    鳥取県後期高齢者医療広域連合から業務委託を受け、後期高齢者医療の被保険者を対象に歯

科健康診査（問診・咀嚼機能評価・舌機能評価・嚥下機能評価・口腔内診査）を行った。 

 

  《 鳥取県後期高齢者医療歯科健診事業 》 

    後期高齢者の口腔機能低下や誤嚥性肺炎等の疾病を予防し、健康寿命の延伸を図るため、歯・

歯肉、口腔清掃や口腔機能状態等をチェックする歯科健康診査を実施した。 

 

受診期間 平成２９年６月１日～平成３０年１月３１日 

協力医院 東部５７医院 中部２９医院 西部５２医院  合計１３８医院 

受診者数 東部６１名  中部８０名  西部８７７名  合計１,０１８名 

 

  《 鳥取県後期高齢者医療健口機能向上支援モデル事業 》 

    市町村及び山陰言語聴覚士協会と連携し、市町村が指定する会場で集団歯科健康診査を行い、

口腔健康に関する啓発や健診結果のフォローアップ教室等を実施した。 

 

実施期間 平成２９年７月１日～平成３０年１月３１日 

実施状況 
米子市２回２５名 境港市５回４９名 智頭町１回１０名 湯梨浜町３回２７名 

日吉津村１回７名  合計１２回１１８名 

 

 （４）歯科保健普及啓発事業 

 

   ① 歯と口の健康週間相談事業（鳥取県からの受託事業） 

    歯と口の健康週間（６月４日から１０日までの７日間）の日曜日に県民を対象として、歯の

衛生に関する正しい知識の普及啓発と歯科疾患の早期発見を目的に、無料で歯についての各種

相談（歯みがき、歯並び矯正、粘膜疾患等）、歯科健康診査、フッ化物応用を東・中・西部の３

か所で、地区歯科医師会と共同で開催した。 
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区 分 東   部 中   部 西   部 

日  時 
平成 29 年 6 月 4 日(日) 平成 29 年 6 月 4 日(日) 平成 29 年 6 月 4 日(日) 

9:00 ～ 11:30 9:00 ～ 11:30 10:00 ～ 14:00 

会  場 鳥取県歯科医師会館 鳥取県中部歯科医師会館 鳥取県西部歯科医師会館 

来場者数 ２６１名 ３６３名 ４８０名 

歯科医師  ４５名  ２４名  ２８名 

歯科衛生士  ２６名  ２１名  ３３名 

歯科技工士   ９名  －  １１名 

 

 （５）歯科保健コンクール事業 

 

   ① よい歯のコンクール事業 

    生涯を通して歯科保健に対する関心を高め、県民の健康増進を図るため、親子・高齢者・小

学校６年生を対象として、鳥取県と協力（親子・高齢者）しながら公正な審査を実施し、被表

彰者を決定・表彰、公表した。 

 

 《 親子のよい歯のコンクール 》 

   最優秀 鳥取県知事表彰     ２組 

   優 秀 鳥取県歯科医師会長表彰 ２組 

 

 《 高齢者のよい歯のコンクール 》 

   最優秀 鳥取県知事表彰     ６５～７４歳１名 ７５歳以上１名 

   優 秀 鳥取県歯科医師会長表彰 ６５～７４歳０名 ７５歳以上２名 

 

 《 小学校６年生のよい歯のコンクール 》 

   鳥取県歯科医師会長表彰 最優秀２名 優秀４名 

 

   ② 歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール、歯・口の健康啓発標語コンクール事業 

    学童期からの歯科保健意識の定着と、より一層の公衆衛生の機運醸成を図るため、県内の学

校から公募し、公正な審査を実施、被表彰作品を決定・表彰した。その後、作品は、東・中・

西部地区ごとに公共施設等に展示した。 

    なお、最優秀作品は、日本学校歯科医会・日本歯科医師会の主催する全国コンクールに応募

した。 

 

 （６）歯科医療管理事業 

 

   ① 医療管理講演会 

    会員及び医院スタッフ等を受講対象として、医療安全対策、危機管理対策、法的知識、接遇

マナーなど受診しやすい診療所を目指すため、診療所運営全般に関する講演会を開催した。 

 

日  時 平成２９年１０月１５日（日）１０：００～１２：００ 

会  場 米子市両三柳 104-1 鳥取県西部歯科医師会館 

 日本歯科医療管理学会中国支部学術大会 特別講演併催 
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演  題 第一部 外来環講演 「安全・安心・信頼の歯科医療を提供するには」 

 第二部 認定医研修会「かかりつけ歯科医機能を考える」 

講  師 日本歯科医療管理学会 会長 白圡清司氏 

参加者数 医療管理学会員４０名 学会員以外２６名 合計６６名 

 

   ② 保険診療指導 

    診療所を受診される方々に適正な保険診療による安心・安全な歯科医療を提供するため、制

度改正や届出様式、取扱要領等の最新情報を会員へ周知した。 

 

   ③ 歯科医療会員調査事業 

    かかりつけ歯科医機能を充実させ、よりよい診療所を目指すため、会員の診療形態・意識・

保険制度改正時の対応状況などを調査した。 

 

 （７）歯科医療情報提供事業 

   県内の会員歯科医院マップ、歯と口の健康、休日歯科診療案内、イベント予定など、総合的な

歯科医療情報を提供するホームページの運営を行った。併せて、本会の活動を内外に周知する広

報誌「鳥歯会報」を年６回発行し、会員及び関係機関に配布した。 

 

 

【継続事業３】 歯科衛生士養成所運営事業（鳥取県からの受託事業） 

 

  鳥取県から、歯科衛生士としての必要な知識及び技能を習得させる３年制専門学校（鳥取県立歯

科衛生専門学校／１年生２６名、２年生２４名、３年生１９名）の運営委託を受け、本会の会館２

階に併設されている県の校舎で、施設設備の保全及び生徒の授業に関する事務等を行った。 

 

 

【継続事業４】 歯科技工士養成所運営助成事業 

 

  県内における歯科技工分野の人材育成を支援するため、県内に唯一設置されている鳥取歯科技工

専門学校に対して、運営費の助成（５００万円）を行った。 

 

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

 そ の 他 会 計  

 

【その他の主要な事業以外の事業】  

 

 （１）会員の福利厚生事業 

 

   ① 会員表彰披露・祝賀会 

    厚生労働大臣表彰、日本歯科医師会長表彰などを受賞された会員をお祝いする祝賀会を開催

した。 

 

日  時 平成３０年１月１３日（土）１６：００～１８：３０ 
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会  場 鳥取市今町 2-153 ホテルニューオータニ鳥取 

主な内容 各種表彰受賞者紹介 記念品贈呈 新入会員紹介 ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（ｿﾌﾟﾗﾉ歌唱） 

参加者数 会員６５名 来賓４２名 事務局９名 合計１１６名 

 

   ② 会員フェスティバル 

    会員相互の親睦交流、健康増進、心身リフレッシュのため、スポーツ大会や懇親会を全国歯

科医師国民健康保険組合鳥取県支部、鳥取県歯科医師連盟と共同で開催した。 

 

 《 各地区対抗親睦野球大会 》 

日  時 平成２９年８月２６日（土）１１：３０～１６：５０ 

会  場 米子市車尾 663-1 どらドラパーク米子市民球場 

第１試合  中部チーム ／ ◎西部チーム  ８：１３ 

第２試合  西部チーム ／ ◎東部チーム  ６： ９ 

第３試合  中部チーム ／ ◎東部チーム  ５：１２ 

 

 《 懇親会 》 

日  時 平成２９年８月２６日（土）１８：３０～２０：３０ 

会  場 米子市明治町 125 米子ワシントンホテルプラザ 

ｱﾄﾗｸｼｮﾝ 米子がいな太鼓、野球大会表彰式、福引 

参加者数 会員７４名 事務局５名 合計７９名 

 

 《 同好会行事 ゴルフ大会 》 

日  時 平成２９年８月２７日（日） 

会  場 西伯郡南部町萩名 753 グリーンパーク大山ゴルフ倶楽部 

参加者数 １６名 

 

   ③ 同好会助成事業 

    会員の同好会活動の活性化を図るため、野球同好会とゴルフ同好会にそれぞれ８万円の経費

の助成を行った。 

 

 （２）中国・四国地区歯科医師会連合会関連事業 

 

 《 中国地域歯科医師会 親睦野球大会 》 

   中国地域で年１回開催される野球大会に参加し、会員の健康増進や他県との交流を図った。 

   今年度は山口市で開催予定だったが台風のため大会は中止。 ※ 前夜祭は開催 １１名参加 

 

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

 法 人 会 計  

 

【法人の管理業務】 

 

  総会・理事会の開催、資産・負債の管理、事務局の運営など、法人の事業の管理を行った。 


